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清
華
簡
『
封
許
之
命
』
の
基
礎
的
検
討

草
野　

友
子

キ
ー
ワ
ー
ド
：
清
華
簡
／
『
封
許
之
命
』
／
冊
命

二
〇
一
五
年
四
月
に
出
版
さ
れ
た
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）』（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中

西
書
局
）
に
は
、『
厚
父
』『
封
許
之
命
』『
命
訓
』『
湯
処
於
湯
丘
』『
湯
在
啻
門
』『
殷
高
宗
問
於
三
寿
』
の
六
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
篇
、『
封
許
之
命
』
は
周
初
の
許
国
封
建
に
関
す
る
文
献
で
あ
り
、『
尚
書
』
の
佚
篇
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、『
封
許
之
命
』
の
釈
読
を
試
み
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
、
基
礎
情
報

『
封
許
之
命
』
の
整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
竹
簡
数
は
も
と
も
と
全
九
簡
で
あ
っ
た
が
、
現
存
は
七
簡
。
完
簡
が
一
簡
、
整
簡
が
二
簡
、

残
簡
が
四
簡
。
完
簡
の
簡
長
は
約
四
四
㎝
、
幅
は
〇
・
六
五
㎝
。
簡
端
は
平
斉
、
三
道
編
。
満
写
簡
は
三
一
〜
三
四
字
。
竹
簡
の
背
面
に
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は
、
順
序
を
示
す
編
号
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
簡
と
第
四
簡
が
欠
失
し
て
い
る
。
第
三
簡
・
第
七
簡
・
第
八
簡
・
第
九
簡
は
上

端
が
や
や
欠
損
し
て
お
り
、
第
三
簡
は
冒
頭
一
字
の
上
部
が
欠
損
、
第
七
簡
は
冒
頭
一
字
の
右
半
分
が
欠
損
、
第
八
簡
・
第
九
簡
は
文
字

の
欠
損
は
見
ら
れ
な
い
。
最
終
簡
で
あ
る
第
九
簡
に
は
墨
鉤
が
あ
り
、以
下
は
留
白
に
な
っ
て
い
る
。
第
九
簡
背
面
の
下
部
に
は
篇
題「
封

許
之
命
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
墨
点
が
あ
る
。
簡
文
で
は
、「
文
王
」「
武
王
」「
上
帝
」「
一
人
」
が
一
文
字
で
記
さ
れ
て
お

り
、
合
文
符
号
は
見
ら
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
合
文
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は
、
大
盂
鼎
の
銘
文
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

整
理
者
に
よ
る
「
説
明
」
と
注
釈
に
基
づ
い
て
本
篇
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
命
」
と
は
『
書
』
の
一
つ
の
形
式
で
あ
り
、
伝
世
の
「
書
序
」
の
中
に
は
「
肆
命
」「
原
命
」「
説
命
」「
旅
巣
命
」「
微
子
之
命
」「
賄

粛
慎
之
命
」「
畢
命
」「
冏
命
」「
蔡
仲
之
命
」「
文
侯
之
命
」
な
ど
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
今
の
『
尚
書
』
の
中
に
は
「
文
侯
之
命
」

一
篇
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
清
華
簡
の
中
に
は
『
説
命
（
傅
説
之
命
）』
三
篇
（
第
三
分
冊
所
収
）
が
あ
り
、『
説
命
（
傅
説
之
命
）』
と
『
封

許
之
命
』
は
「
命
」
の
性
質
と
様
相
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
。

　
『
封
許
之
命
』
は
周
初
の
許
国
封
建
に
つ
い
て
記
し
、
こ
れ
ま
で
そ
の
時
期
は
周
の
武
王
の
時
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
簡
文
を
見

る
と
、
は
じ
め
て
許
に
封
ぜ
ら
れ
た
君
主
呂
丁
が
か
つ
て
補
佐
し
た
文
王
・
武
王
に
つ
い
て
、
す
べ
て
諡
号
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
分
封

が
成
王
の
世
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
成
王
親
政
後
、
間
も
な
い
頃
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
呂
丁
が
か
な

り
高
齢
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

呂
丁
は
姜
姓
の
呂
氏
で
、
名
は
丁
、
簡
文
に
よ
る
と
許
国
を
は
じ
め
て
封
じ
た
君
で
あ
り
、
斉
に
封
ぜ
ら
れ
た
太
公
望
呂
尚
（
清
華
簡

『
耆
夜
』（
第
一
分
冊
所
収
）
で
は
「
呂
上
父
」
に
作
る
）
と
関
係
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
許
慎
『
説
文
解
字
』
叙
に
は
「
呂
叔
作
藩
、
俾

侯
于
許
。」
と
あ
り
、
呂
叔
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
無
日邪
（
許
）」
の
字
の
下
に
は
「
炎
帝
太
嶽
之
胤
、
甫
侯
所
封
、
在
潁
川
。」
と

あ
る
。『
左
伝
』
隠
公
十
一
年
の
孔
穎
達
の
疏
に
は
杜
預
注
を
引
い
て
「
許
、
姜
姓
、
與
齊
同
祖
、
堯
四
嶽
伯
夷
之
後
也
。
周
武
王
封
其
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苗
裔
文
叔
于
許
。」
と
言
う
。
文
叔
は
、『
漢
書
』
地
理
志
の
潁
川
郡
許
県
の
注
で
は
「
大
叔
」
に
作
り
、
簡
文
の
「
呂
丁
」
と
考
え
ら
れ

る
が
、
簡
文
に
よ
る
と
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
実
際
に
は
武
王
の
時
よ
り
遅
い
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
簡
文
に
は
、
許
に
封
ぜ
ら
れ
た
際
の
恩
賞
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
関
連
す
る
典
籍
や
青
銅

器
の
銘
文
と
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
解
釈
を
定
め
る
の
が
難
し
い
器
物
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

二
、
釈
読

『
封
許
之
命
』
の
先
行
研
究
は
す
で
に
多
く
あ
り
、
特
に
高
佑
仁
『
清
華
伍
書
類
文
献
研
究
』（
万
巻
楼
図
書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
一

八
年
四
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「〈
封
許
之
命
〉
考
釈
」
上
・
中
・
下
（
二
六
一
〜
五
三
一
頁
）
お
よ
び
「
結
論
与
未
来
展
望
」
第
二

章
「
封
許
之
命
」（
七
三
四
〜
七
四
二
頁
）
で
は
本
篇
の
非
常
に
詳
細
な
訳
注
と
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、そ
れ
ら
を
参
考
に
、

以
下
、
釈
文
・
訓
読
・
現
代
語
訳
を
掲
げ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
解
釈
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
や
問
題
と
な
っ
て
い
る
文
字
の
み

を
注
釈
上
に
示
す
。
注
釈
中
、
特
に
注
記
し
て
い
な
い
場
合
は
、
整
理
者
の
注
釈
に
基
づ
く
。【　

】
内
の
算
用
数
字
は
竹
簡
番
号
を
示
す
。

《
釈
文
》

…
…
【
１
】
雰竽
（
越
）
才
（
在
）
天
下
、
古
（
故
）
天
雚
（
勸
）
之
乍
〈
亡
〉
皐矣
（
斁
）（
１
）、

向
（
尚
）
㫳
（
純
）
氒
（
厥
）
悳
（
德
）（
２
）、

雁尤
（
膺
）
受
大
命（
３
）、

兊兊最
（
駿
）
尹
亖亖亖
（
四
）
方（
４
）。

則
隹
（
惟
）
女
（
汝
）
呂
丁
、主肁
（
肇
）
橐橐艧
（
右
）
玟
（
文
王
）、秘謝
（
毖
）
光
氒
（
厥
）

刺
（
烈
）（
５
）。【

２
】
□
珷
（
武
王
）
司
明
型
（
刑
）（
６
）、

麥量
（
釐
）
氒
（
厥
）
猷（
７
）、

災畳甯
（
祗
）
事
歬帝
（
上
帝
）。
亘趄
〓
（
桓
桓
）
不
（
丕
）
苟

（
敬
）（
８
）、嚴

奬槱歴
（
將
）
天
命（
９
）。

亦
隹
（
惟
）
女
（
汝
）
呂
丁
、旗趕
（
扞
）
輔柏代
（
輔
）
珷
（
武
王
）、攼
（
干
）
敦
殷
受
（
紂
））

10
（

、咸
成
商
邑
）
11
（

、【
３
】
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…
…
【
４
】、命
女
（
汝
）
侯
于
無
日邪
（
許
）。女
（
汝
）
隹
（
惟
）
奬歴筏
（
臧
）
耆
尓
猷
）
12
（

、虜籰斈
（
虔
）
血
（
恤
）
王
爵家冢主
（
家
）
）
13
（

、柬
（
簡
）
脤接枵
（
乂
）

亖亖亖
（
四
）
方
不
汛戯弍弍
（
果
）
）
14
（

、
以
菫革
（
勤
）
余
人三
（
一
人
）
）
15
（

。
易
（
賜
）
女
（
汝
）
倉
（
蒼
）
珪
・
巨
（
秬
）
鬯
一
卣
）
16
（

、
鵅敏
（
路
）【
５
】
車
）
17
（

、

璁
（
蔥
）
抗玐主
（
衡
）・
玉
曟警余斐覍
（
環
？
）
）
18
（

、
䜌䜌䜌䜌
（
鸞
）
掵掵鉶
（
鈴
）
索
（
素
）
旂
）
19
（

、
朱
筓
元
（
輐酛
）
）
20
（

。
馬
亖亖亖
（
四
）
匹
、
攸
脅家
（
脅
）
）
21
（

、
氊鐉丱丱丱
氊媛
、）

22
（

羅

縷縷媞緌
（
纓
）
）
23
（

、
鉤
雁尤
（
膺
）
）
24
（

、
纂㳃景
（
纂
）
縷縷拚
（
弁
）
）
25
（

、
匿
（
柅
）
）
26
（

。
贈
尓
廌
（
薦
）
彝
）
27
（

、
厮醭燬
（
戩
？
）【
６
】
□
豚隊
（
遂
？
）
頫紪
（
兆
？
）
）
28
（

、
龍
盠弻掛

（
鬹
）
）
29
（

・
囀䜌䜌䜌䜌
（
璉
）
）
30
（

・
雚
（
鑵
）
）
31
（

・
鉦
）
32
（

・
耊皙（
旅
？
）
芍妥
（
勺
）
）
33
（

・
盤
・
監
（
鑑
）
）
34
（

・
鑅潔
（
鎣
）
）
35
（

・
亞咒
・）

36
（

周
（
雕
）
匚金
（
匚
）
）
37
（

・
鼑
（
鼎
）・
盤堲
（
簋
）・

鍛釬釬邶刱
（
觥
）
）
38
（

・
饀鋰揺
（
卣
）
）
39
（

・
客意
（
格
）
）
40
（

。」

王
曰
、「
於
（
鳴
）
虜轡鳧
（
呼
）、
丁
、
戒
才
（
哉
）
）
41
（

。
余
既
監
于
殷
【
７
】
之
不
若
）
42
（

、
囗迊
（
稚
？
）
童
才
（
茲
）
囂思
（
憂
）
）
43
（

、
𣏟
（
靡
）
念

非
尚
（
常
）
）
44
（

。
女
（
汝
）
亦
隹
（
惟
）
景亯

（
淑
）
章
尓
避遽榺
（
慮
）
）
45
（

、
災畳甯
（
祗
）
敬
尓
猷
、
以
永
厚
周
邦
）
46
（

、
勿
灋
（
廢
）
朕
命
）
47
（

、
經
嗣
【
８
】

枼
（
世
）
亯主
（
享
）
）
48
（

。」【
９
】

《
訓
読
》

…
…
天
下
に
越お
よ

ぶ
、
故
に
天 

之
に
勧つ
と

め
て
斁い
と

う
亡
く
、
純あ
き

ら
か
な
る
厥
の
徳
を
尚た
っ
とび

、
大
命
を
膺
受
し
、
駿
と
し
て
四
方
を
尹た
だ

す
。

則
ち
惟こ

れ
汝
呂
丁
、
肇は
じ

め
文
王
を
右た
す

け
、
毖つ
つ
しみ
て
厥
の
烈
を
光さ
か

ん
に
す
。
□
武
王
は
明
刑
を
司
り
、
厥
の
猷
を
釐お
さ

め
、
祗つ
つ
しみ
て
上
帝
に
事

う
。
桓
桓
と
し
て
丕お
お

い
に
敬
い
、
厳た
っ
と
び
て
天
命
に
将し
た
が
う
。
亦
た
惟
れ
汝
呂
丁
、
武
王
を
扞か
ん

輔ほ

し
、
殷
紂
を
干
敦
し
、
咸み
な

商
邑
を
成
し
、

…
…
、
汝
に
命
じ
て
許
に
侯
せ
し
む
。
汝
惟
れ
臧よ

く
尓な
ん
じの

猷
を
耆い
た

し
、
虔つ
つ
しみ

て
王
家
を
恤う
れ

い
、
簡お
お

い
に
四
方
を
乂お
さ

め
て
汛戯弍弍
ら
ず
、
以
て
余

一
人
を
勤た
す

く
。
汝
に
蒼そ
う

珪け
い
・
秬き
ょ

鬯ち
ゅ
う

一い

卣ち
ゅ
う、
路ろ

車し
ゃ

、
蔥そ
う

衡こ
う
・
玉
環
、
鸞ら
ん

鈴れ
い

素そ

旂き

、
朱
筓
輐酛
、
馬
四
匹
、
攸
し
ゅ
う

脅き
ょ
う、

氊鐉丱丱丱
氊媛
、
羅ら

纓え
い

、
鉤こ
う

膺よ
う

、
纂さ
ん

弁べ
ん

、

柅じ

を
賜た
ま

う
。
尓
に
薦せ
ん

彝い

、
戩
（
？
）
□
遂
（
？
）
兆
（
？
）、
龍
り
ゅ
う

鬹き

・
璉れ
ん

・
鑵か
ん

・
鉦し
ょ
う・
旅り
ょ

（
？
）
勺し
ゃ
く・
盤ば
ん

・
鑑か
ん

・
鎣え
い

・
亞咒
・
雕
ち
ょ
う

匚ほ
う

・
鼎て
い

・

簋き

・
觥こ
う

・
卣ゆ
う

・
格か
く

を
贈
る
。」
と
。
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王
曰
く
、「
鳴
呼
、
丁
、
戒
め
よ
。
余
既
に
殷
の
若し
た
がわ
ざ
る
に
監
み
、
稚
童
茲
を
憂
い
、
非
常
を
念お
も

う
靡
し
。
汝
亦
た
惟
れ
淑よ

く
尓
の

慮
を
章
ら
か
に
し
、
尓
の
猷
を
祗し

敬け
い

し
、
以
て
永
く
周
邦
を
厚
く
し
、
朕
命
を
廃
す
る
こ
と
勿
け
れ
ば
、
経
嗣
世よ
よ

に
享う

け
ん
。」
と
。

《
現
代
語
訳
》

…
…
天
下
に
及
ぶ
、
故
に
天
は
こ
れ
に
勤
め
て
厭
う
こ
と
な
く
、
明
ら
か
な
そ
の
（
文
王
の
）
徳
を
た
っ
と
び
、（
文
王
は
）
大
命
を

受
け
、
す
み
や
か
に
四
方
を
正
す
。
す
な
わ
ち
汝
呂
丁
は
、
は
じ
め
は
文
王
を
補
佐
し
、
つ
つ
し
ん
で
そ
の
烈
（
立
派
な
業
績
）
を
盛
ん

に
し
た
。
武
王
は
明
刑
を
司
り
、
そ
の
謀
は
か
り
ご
とを

治
め
、
つ
つ
し
ん
で
上
帝
に
事
え
た
。
勇
ま
し
く
大
い
に
敬
い
、
尊
ん
で
天
命
に
従
っ
た
。

ま
た
汝
呂
丁
は
、
武
王
を
防
ぎ
助
け
、
殷
の
紂
王
を
討
伐
し
、
こ
と
ご
と
く
商
邑
を
定
め
、
…
…
、
汝
に
命
じ
て
許
国
を
諸
侯
に
（
封
じ
）

さ
せ
た
。
汝
は
よ
く
自
分
の
謀
を
至
ら
せ
、
つ
つ
し
ん
で
王
家
を
憂
い
、
大
い
に
四
方
を
治
め
て
そ
ば
に
仕
え
ず
、
そ
う
し
て
私
を
助
け

た
。
汝
に
蒼そ
う

珪け
い

（
青
い
玉
器
）・
秬き
ょ

鬯ち
ょ
う

一い
ち

卣ゆ
う

（
黒
黍
と
香
草
で
作
っ
た
酒
一
壺
）、
路ろ

車し
ゃ

（
天
子
・
諸
侯
の
乗
る
車
）、
蔥そ
う

衡こ
う

（
衣
裳
の
前

面
を
蔽
う
服
飾
に
つ
け
る
玉
飾
）・
玉
環
（
玉
の
輪
）、
鸞ら
ん

鈴れ
い

素そ

旂き

（
車
に
つ
け
る
鈴
と
飾
り
の
な
い
旗
）、
朱
筓
輐酛
（
赤
色
の
装
飾
を
つ

け
た
く
さ
び
）、
馬
四
匹
、
攸
し
ゅ
う

脅き
ょ
う（
馬
の
た
ず
な
・
く
つ
わ
）、
氊鐉丱丱丱
氊媛
（
毛
織
物
）、
羅ら

纓え
い

（
引
き
綱
の
装
飾
品
）、
鉤こ
う

膺よ
う

（
鞅
む
な
が
いの
金
飾
り
）、

纂さ
ん

弁べ
ん

（
赤
い
組
ひ
も
の
馬
の
冠
）、
柅じ

（
止
め
木
）
を
下
賜
す
る
。
汝
に
薦せ
ん

彝い

（
神
に
供
え
る
礼
器
）、
す
な
わ
ち
戩
□
遂
兆
（
？
）、
龍
り
ゅ
う

鬹き

（
龍
の
紋
飾
が
あ
る
三
本
足
の
鬲れ
き

）・
璉れ
ん

（
瑚
璉
、
黍
と
粟
を
供
え
る
時
に
の
せ
る
宝
玉
を
飾
っ
た
器
＝
簠
）・
鑵か
ん

（
水
を
汲
む
器
）・

鉦し
ょ
う（
盆
形
の
容
器
）・
旅り
ょ

（
？
）
勺し
ゃ
く（
ひ
し
ゃ
く
、
あ
る
い
は
爵
か
）・
盤ば
ん

（
水
器
）・
鑑か
ん

（
水
器
）・
鎣え
い

（
香
料
を
混
ぜ
る
器
＝
盉
）・
亞咒
（
酒

器
）・
雕
ち
ょ
う

匚ほ
う

（
細
か
い
模
様
が
彫
ら
れ
た
四
角
い
器
物
）・
鼎て
い

（
三
つ
の
足
と
二
つ
の
耳
の
あ
る
器
）・
簋き

（
穀
物
を
盛
る
円
形
の
器
）・
觥こ
う

（
一
本
角
が
あ
る
野
牛
に
似
た
兕じ

の
角
で
作
っ
た
杯
、
獣
面
の
酒
器
）・
卣ゆ
う

（
酒
器
）・
格か
く

（
器
物
を
置
く
棚
）
を
贈
る
。」
と
。

王
は
言
っ
た
、「
あ
あ
、
丁
よ
、
戒
め
る
よ
う
に
。
私
は
既
に
殷
が
（
美
徳
に
）
順
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
（
反
省
し
）、
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稚
童
（
私
）
は
こ
れ
を
憂
い
、
不
法
を
（
行
う
こ
と
を
）
考
え
な
い
。
汝
は
ま
た
よ
く
自
分
の
思
慮
を
明
ら
か
に
し
、
自
分
の
謀
を
つ
つ

し
ん
で
（
行
っ
て
）、永
く
周
国
を
厚
く
し
、わ
が
命
を
廃
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、後
継
ぎ
は
代
々
（
そ
の
領
国
を
）
享
け
て
（
保
っ
て
）

ゆ
く
だ
ろ
う
。」
と
。

三
、
考
察

本
篇
に
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①
周
の
文
王
の
事
跡
と
、
呂
丁
が
文
王
を
補
佐
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

②
武
王
の
事
跡
と
、
呂
丁
が
武
王
に
よ
る
殷
討
伐
を
補
佐
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

③
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
呂
丁
が
許
国
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
自
ら
の
謀
を
至
ら
せ
、
王
家
を
憂
い
、
四
方

を
治
め
、
周
王
（
成
王
）
の
そ
ば
に
仕
え
ず
に
（
周
王
朝
の
内
部
か
ら
で
は
な
く
外
部
か
ら
）
周
王
を
助
け
た
こ
と
を
述
べ
る
。

④
周
王
か
ら
呂
丁
に
授
け
ら
れ
た
車
馬
や
器
物
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

⑤
封
許
の
こ
と
ば
。
周
王
か
ら
呂
丁
に
向
け
ら
れ
た
戒
め
の
こ
と
ば
で
、
慎
ん
で
謀
を
行
い
、
永
く
周
国
を
厚
く
し
、
周
王
の
命
を
廃

す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
国
を
長
く
保
っ
て
ゆ
け
る
と
述
べ
る
。

本
篇
の
大
部
分
の
内
容
は
、
西
周
・
春
秋
時
代
の
青
銅
器
の
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
冊
命
の
形
式
と
同
様
で
あ
る
。
冊
命
は
も
と
も
と

竹
簡
に
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
、
竹
簡
に
書
写
さ
れ
た
西
周
・
春
秋
時
代
の
冊
命
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
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常
に
珍
し
い
例
で
あ
る
。
青
銅
器
の
銘
文
や
『
尚
書
』
の
「
周
書
」
部
分
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
欠
失
し
て
い
る
第
一
簡
（
約
三

十
字
）
に
は
、
時
間
・
場
所
・
人
物
に
関
す
る
説
明
（
西
周
時
代
の
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
形
式
の
例
と
し
て
は
、「
唯
○
年
△
月
干
支
、

王
在
（
場
所
）、（
誰
が
誰
に
冊
命
を
授
け
た
か
）」
な
ど
）
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
篇
と
『
尚
書
』
文
侯
之
命
と

は
冊
命
の
形
式
と
内
容
が
似
通
っ
て
お
り
、
本
篇
は
「
命
」
の
体
裁
を
窺
い
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
簡
文
に
は
、「
大

命
を
膺
受
し
、
駿
と
し
て
四
方
を
尹た
だ

す
」（
第
二
簡
）、「
汝
呂
丁
、
肇は
じ

め
文
王
を
右た
す

け
、
毖つ
つ
しみ

て
厥
の
烈
を
光さ
か

ん
に
す
。
□
武
王
は
明
刑

を
司
り
、
厥
の
猷
を
釐お
さ

め
、
祗つ
つ
しみ
て
上
帝
に
事
う
。
桓
桓
と
し
て
丕お
お

い
に
敬
い
、
厳た
つ
とび
て
天
命
に
將し
た
がう
。」（
第
二
簡
・
第
三
簡
。
□
は
欠

字
）
と
あ
り
、
前
者
は
周
王
が
大
命
を
受
け
て
四
方
を
正
し
た
こ
と
、
後
者
は
武
王
が
「
上
帝
」
に
事
え
、「
天
命
」
に
従
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
、「
大
命
」「
天
命
」「
上
帝
」
は
青
銅
器
の
銘
文
や
『
書
』『
詩
』
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
篇
に
は
、
周
王
か
ら
呂
丁
に
授
け
ら
れ
た
車
馬
や
器
物
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
ま
ず
、
周
王
が
呂
丁

に
蒼
珪
、
秬
鬯
一
卣
、
路
車
、
馬
四
匹
、
お
よ
び
衣
裳
や
車
馬
に
付
け
る
装
飾
品
な
ど
の
器
物
を
「
易
（
賜た
ま

）」
う
（
下
賜
す
る
）
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
薦
彝
」
す
な
わ
ち
龍
鬹
・
璉
・
鑵
・
鉦
・
盤
・
鑑
・
鎣
・
鼎
・
簋
・
觥
な
ど
の
青
銅
器
を
「
贈
」
る
と
記

載
し
て
い
る
。
本
篇
に
お
い
て
は
、
車
馬
や
宝
玉
・
装
飾
品
な
ど
の
器
物
に
は
「
易
（
賜
）」
字
、
青
銅
器
に
は
「
贈
」
字
が
使
用
さ
れ
、

明
確
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
西
周
時
代
の
冊
命
に
関
す
る
銘
文
の
中
に
は
「
贈
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
極

め
て
少
な
く
、
使
い
分
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
）
49
（

、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
論
じ
た
い
。
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﹇
注
﹈

（
1
） 

竹
簡
に
は「
乍
皐矣
」と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
乍
」は「
亡
」の
誤
り
で
あ
る
。「
亡
皐矣
」は
西
周
師
詢
簋（『
集
成
』四
三
四
二
）や
毛
公
鼎（『
集
成
』二

八
四
一
）に
見
え
、「
無
斁
」と
釈
読
で
き
、『
毛
詩
』国
風
・
周
南
・
葛
覃
の「
服
之
無
斁
」の
句
型
と
一
致
す
る
。

（
2
） 
こ
の
部
分
は
文
王
の
徳
を
指
し
て
お
り
、『
毛
詩
』周
頌
・
維
天
之
命
に「
於
乎
不
顯
、
文
王
之
德
之
純
。」と
あ
る
。

（
3
） 「
膺
受
大
命
」は
、
西
周
乖
伯
鼎（『
集
成
』四
三
三
一
）・
五
祀
㝬
鐘（『
集
成
』三
五
六
）・
師
克
盨（『
集
成
』四
四
六
七
―
四
四
六
八
）・
毛
公
鼎

な
ど
に
見
え
る
。
大
盂
鼎（『
集
成
』二
八
三
七
）に
は「
丕
顯
文
王
受
天
有
大
命
」と
あ
り
、
文
王
が
大
命
を
受
け
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

（
4
） 

大
克
鼎（『
集
成
』二
八
三
六
）に
、「
鈗畔（
駿
）尹
四
方
」と
あ
る
。

（
5
） 「
秘謝
」は「
毖
」と
釈
読
し
、『
説
文
解
字
』に「
慎
也
。」と
あ
る
。「
光
」は
、『
毛
詩
』大
雅
・
韓
奕
の
鄭
玄
箋
に「
榮
也
。」と
あ
る
。

（
6
） 

整
理
者
は
、「
明
刑
」の
語
句
は
、『
毛
詩
』大
雅
・
抑
に
見
え
る
。
呂
氏
と
刑
法
と
は
関
係
が
あ
り
、『
尚
書
』呂
刑
が
参
考
に
な
る
。『
尚
書
』康
誥

に「
乃
其
速
由
文
王
作
罰
、
刑
茲
無
赦
」と
あ
り
、
こ
れ
は
文
王
の
時
に
刑
法
典
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
左
伝
』昭
公
七
年
に
は「
周

文
王
之
法
曰
、『
有
亡
荒
閲
。』」が
引
用
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
る
。
整
理
者
は
こ
の
部
分
を
一
文
字
の
欠
字
と
見
な
し
て
い
る
が
、
高
佑
仁

氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
文
字
が
入
る
と
考
え
ら
れ
る
。
李
松
儒
氏
は
、
残
存
部
分
と
文
脈
か
ら
、
二
文
字
目
は
「
珷
」
で
あ
る
と
推
測

し
て
お
り
、
そ
の
解
釈
に
従
っ
た
。

（
7
） 「
釐
」は
、『
尚
書
』堯
典
の
孔
伝
に「
治
也
。」と
あ
る
。「
猷
」は
、『
爾
雅
』釈
詁
に「
謀
也
。」、
釈
言
に「
圖
也
。」と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
呂
丁
が
刑

法
を
司
り
、
そ
の
画
策
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
8
） 「
〓
」は
重
文
符
号
。「
桓
桓
」は
、『
尚
書
』牧
誓
の
孔
安
国
伝
に「
武
貌
。」と
あ
る
。「
苟
」は「
敬
」と
釈
読
す
る
。
大
保
簋（『
集
成
』四
一
四
〇
）

に「
王
降
征
命
于
大
保
、
大
保
克
苟
、
亡
譴
」と
あ
り
、
こ
の「
苟
」も「
敬
」と
読
む
。

（
9
） 「
嚴
」は
、『
礼
記
』学
記
の
鄭
玄
注
に「
尊
敬
也
。」と
あ
る
。「
將
」は
、『
毛
詩
』周
頌
・
我
将
の
鄭
玄
箋
に「
猶
奉
也
。」と
あ
る
。

（
10
） 「
干
」は
、『
説
文
解
字
』に「
犯
也
。」と
あ
る
。「
敦
」は
、
殷
墟
卜
辞
で
は「
䯨羴曟」に
作
り
、
攻
伐
の
意
味
が
あ
る（
趙
誠『
甲
骨
文
簡
明
詞
典
』、
中

華
書
局
、
一
九
八
八
年
、
三
二
九
頁
参
照
）。「
殷
受
」は
、『
尚
書
』無
逸
は「
殷
王
受
」に
作
り
、
す
な
わ
ち
紂
王
の
こ
と
で
あ
る
。

（
11
） 「
咸
」は
、『
説
文
解
字
』に「
悉
也
。」と
あ
る
。「
成
」字
は
丁
声
に
従
い
、『
国
語
』楚
語
上
の
韋
昭
注
に「
猶
定
也
。」と
あ
る
。「
商
邑
」は
、『
尚
書
』
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牧
誓
・
酒
誥
お
よ
び
沫
司
徒
疑
簋（『
集
成
』四
〇
五
九
）に
見
え
る
。

（
12
） 「
臧
」は
、『
説
文
解
字
』に「
善
也
。」と
あ
る
。「
耆
」は
、『
左
伝
』宣
公
十
二
年
の
杜
預
集
解
に「
致
也
。」と
あ
る
。

（
13
） 「
恤
」は
、『
説
文
解
字
』に「
憂
也
。」と
あ
る
。「
虔
恤
」の
語
は
春
秋
金
文
叔
尸
鐘
・
鎛（『
集
成
』二
七
二
―
二
八
五
）に
見
え
る
。
西
周
追
簋（『
集

成
』四
二
一
九
―
四
二
二
四
）に「
追
虔
夙
夕
恤
厥
死
事
」、
興瘨
鐘（『
集
成
』二
五
一
―
二
五
六
）に「
今
興瘨
夙
夕
虔
敬
恤
厥
死
事
」と
あ
り
、
意

味
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

（
14
） 「
簡
」は
、『
爾
雅
』釈
詁
に「
大
也
」と
あ
る
。「
脤接枵
」（
或
い
は「
接枵朔
」に
作
る
）は
、
金
文
で
は「
薛
」を
多
用
し
、
ま
た「
師接枵
」「
辥接枵
」に
よ
っ
て「
乂
」

と
読
み
、
こ
の
箇
所
の「
脤接枵
」は
す
な
わ
ち「
乂
」と
読
み
、『
爾
雅
』釈
詁
に「
治
也
。」と
あ
る
。「
汛戯弍弍
」は
、『
説
文
解
字
』で
は「
踝
」と
読
ん
で
お

り
、
こ
の
箇
所
で
は「
果
」と
読
み
、『
孟
子
』尽
心
下
の
趙
岐
注
に「
侍
也
。」と
あ
る
。
史
墻
盤（『
集
成
』一
〇
一
七
五
）に「
方
蠻
無
不
汛戯弍弍
見
」

と
あ
り
、「
侍
見
」に
は
朝
見
の
意
味
が
あ
る
。

（
15
） 「
勤
」は
、『
国
語
』晋
語
の
韋
昭
注
に「
助
我
也
。」と
あ
る
。

（
16
） 『
毛
詩
』大
雅
・
蕩
之
什
・
江
漢
の「
釐
爾
圭
瓚
、
秬
鬯
一
卣
」、
毛
公
鼎
の「
錫
汝
秬
鬯
一
卣
、
祼
圭
瓚
寶
」は
、
同
様
の
例
で
あ
る
。『
毛
詩
』

大
雅
・
蕩
之
什
・
崧
高
の
申
に
封
じ
た
時
の
詩
に
も「
賜
爾
介
圭
、
以
作
爾
寶
」と
あ
る
。

（
17
） 『
毛
詩
』大
雅
・
蕩
之
什
・
崧
高
に「
王
遣
申
伯
、
路
車
乘
馬
。」と
あ
り
、『
公
羊
伝
』僖
公
二
十
五
年
の
何
休
解
詁
に「
天
子
大
路
、
諸
侯
路
車
。」

と
あ
る
。

（
18
） 「
蔥
衡
」と
は
、
市（
朝
見
や
祭
祀
の
際
に
衣
裳
の
前
面
を
蔽
う
服
飾
）の
上
の
玉
飾
で
あ
り
、『
礼
記
』玉
藻
に
見
え
る
。「
玉
」の
下
の
一
字
は「
睘

（
環
）」字
の
訛
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
毛
公
鼎
・
番
生
簋（『
集
成
』四
三
二
六
）に「
蔥
黄（
衡
）」と「
玉
環
」が
あ
る
。

（
19
） 『
周
礼
』司
常
に
、「
諸
侯
素
旂
」と
あ
る
。「
旂
」は
、
旗
竿
の
端
に
鈴
を
付
け
た
旗
。

（
20
） 「
元
」は
、
試
み
に「
輐酛
」と
読
む
。『
説
文
解
字
』に「
車
轅
耑
持
衡
車
、
从
車
、
元
聲
。」と
あ
る
。『
論
語
』為
政
に「
大
車
無
輗
、
小
車
無
軏
」と

あ
り
、
字
は「
軏
」（
小
車
の
轅
の
先
端
部
に
衡（
横
木
）を
取
り
付
け
る
た
め
の
く
さ
び
）に
作
り
、「
兀
」に
従
い
、「
元
」字
に
転
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。「
筓
」は
、『
釈
名
』に「
係
也
。」と
あ
る
。
朱
筓
は
く
さ
び
が
つ
な
が
る
部
分
の
紅
色
の
装
飾
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

（
21
） 『
毛
詩
』小
雅
・
南
有
嘉
魚
之
什
・
蓼
蕭
に「
鞗
革
」（
た
ず
な
・
く
つ
わ
）と
あ
り
、
毛
伝
に「
鞗
、
轡
也
。
革
、
轡
首
也
。」と
あ
る
。
西
周
金
文

で
は「
攸
勒
」等
に
作
る
。
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（
22
） 

こ
の
二
字
は「
毛
」に
従
い
、
毛
織
の
品
名
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

（
23
） 「
羅
」は
、
す
な
わ
ち「
縠
」（
絹
織
物
）で
あ
り
、『
淮
南
子
』斉
俗
の
高
誘
注
に
見
え
る
。「
羅
纓
」と
は
樊
纓（
馬
に
付
け
る
装
飾
、
馬
の
腹
や
首
に

絡
ま
せ
る
ひ
も
、
ひ
き
づ
な
）で
あ
る
。

（
24
） 「
鉤
膺
」（
む
な
が
い
の
飾
り
。
馬
具
の
一
つ
で
胸
か
ら
鞍
橋 （
く
ら
ぼ
ね
）を
通
し
、
前
輪
の
鞖 （
し
お
で
）に
結
ぶ
紐
）は
、『
毛
詩
』大
雅
・
蕩

之
什
・
崧
高
に
見
え
、
毛
伝
に「
鉤
膺
、
樊
纓
也
。」と
あ
る
が
、
簡
文
に
よ
る
と
お
そ
ら
く
実
際
に
は
二
つ
の
物
を
指
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

（
25
） 「
纂
」は
、『
説
文
解
字
』に「
似
組
而
赤
。」（
赤
い
平
う
ち
の
組
み
ひ
も
）と
あ
る
。「
弁
」は
、『
文
選
』張
衡「
西
京
賦
」の
薛
注
に「
馬
冠
也
。」と
あ

る
。

（
26
） 『
説
文
解
字
』に「
暱
」字
は
あ
る
い
は「
昵
」に
作
り
、
こ
の
箇
所
の「
匿
」は
お
そ
ら
く「
柅
」（
車
の
下
に
置
い
て
動
き
出
さ
な
い
よ
う
に
車
を

止
め
る
も
の
、
止
め
木
）で
あ
る
。『
周
易
』姤
卦
に「
繫
于
金
柅
」、
そ
の
孔
穎
達
疏
に「
馬
云
、
柅
者
、
在
車
之
下
、
所
以
止
輪
令
不
動
者
也
。」

と
あ
り
、
柅
は
車
馬
に
附
属
す
る
も
の
で
、
ゆ
え
に
簡
文
で
は
車
馬
の
下
に
並
ん
で
い
る
。

（
27
） 「
贈
」は
、『
左
伝
』僖
公
二
十
三
年
の
杜
預
集
解
に「
送
也
。」と
あ
る
。「
廌
」の
字
形
と
楚
器
昭
王
之
諻
簋（『
集
成
』三
六
三
四
―
三
六
三
五
）の

「
薦簠（
薦
）」字
と
は
従
う
と
こ
ろ
が
似
て
お
り
、
こ
こ
で
も「
薦
」と
読
む
。『
爾
雅
』釈
詁
に「
薦
、
進
也
。」、
ま
た「
陳
也
」と
あ
る
。「
薦
彝
」と

は
す
な
わ
ち
祭
祀
で
神
に
供
え
る
礼
器
で
あ
る
。

（
28
） 「
厮醭燬
」字
の
従
う
と
こ
ろ
は
兮
甲
盤（『
集
成
』一
〇
一
七
四
）の「
厮僕
」字
で
あ
り
、
盤
の
銘
文
で
は「
翦
」あ
る
い
は「
踐
」と
読
み（
劉
釗『
古
文

字
考
釈
叢
稿
』、
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
三
〜
一
四
五
頁
）、
こ
こ
で
は
試
み
に「
戩
」と
読
む
。『
毛
詩
』天
保
の
毛
伝
に「
戩
、
福
也
。」

と
あ
る
。
そ
の
下
の
一
字
は
残
欠
し
て
い
る
。
そ
の
下
の「
豚隊
頫紪
」は
試
み
に「
遂
兆
」と
読
み
、『
国
語
』晋
語
三
の
韋
昭
注
に「
兆
、
見
也
。」

と
あ
る
。

（
29
） 「
盠弻掛
」字
は
圭
声
に
従
う
字
で
あ
り
、
同
じ
く
見
母
支
部
に
属
す
る「
鬹
」と
読
む
。『
説
文
解
字
』に「
三
足
釜
也
。」と
あ
る
。「
龍
鬹
」と
は
器
上

に
あ
る
龍
形
の
紋
飾
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は「
鬲
」の
可
能
性
も
あ
る（
郭
永
秉「
釈
三
晋
銘
刻「
鬲
」字
異
体
」、『
簡
帛
』第
六
輯
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
30
） 「
囀䜌䜌䜌䜌
」は
、
清
華
簡『
楚
居
』で
は「
季
連
」の「
連
」と
読
み
、
こ
こ
で
は「
璉
」と
読
む
。『
論
語
』公
冶
長
に「
瑚
璉
」（
黍
と
粟
を
供
え
る
時
に
の

せ
る
、
宝
玉
で
飾
っ
た
器
）と
あ
り
、『
論
語
集
解
』は
包
咸
を
引
用
し
て「
瑚
璉
、
黍
稷
之
器
。
夏
曰
瑚
、
殷
曰
璉
。」と
言
い
、
す
な
わ
ち
簠
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で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
陝
西
省
宝
鶏
石
鼓
山
四
号
墓
で
出
土
し
た
も
の
に
周
初
の
青
銅
簠
が
あ
り
、『
中
国
文
物
報
』二
〇
一
四
年
一
月
三

日
陝
西
石
鼓
山
考
古
隊
報
道「
我
国
商
周
考
古
的
又
一
重
大
発
現
」に
見
え
る
。

（
31
） 『
商
周
青
銅
器
銘
文
曁
図
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）の
一
〇
八
五
五
に
觶
が
あ
り
、
自
ら「
飲
鑵
」（
鑵
は
、
水
を
汲
む
器
）

と
名
付
け
て
い
る
。

（
32
） 「
鉦
」は
、
上
下
の
文
に
よ
る
と
お
そ
ら
く
軍
用
の
楽
器
で
は
な
く
、
同
じ
く
耕
部
に
属
す「
奠盠
」と
読
む
可
能
性
が
あ
る
。
青
銅
器
で
自
ら「
奠盠
」

と
名
付
け
て
い
る
も
の
は
春
秋
時
代
の
晋
公
奠盠（『
集
成
』一
〇
三
四
二
）で
あ
り
、
一
種
の
盆
形
の
容
器
で
あ
る
。

（
33
） 「
耊皙」
字
の
上
部
は
よ
く
見
ら
れ
る
「
老
」
の
旁
と
は
や
や
異
な
り
、
こ
の
字
は
「
旅
」
字
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。「
芍妥
」
は
す
な
わ
ち

「
勺
」（
ひ
し
ゃ
く
）で
あ
り
、
楚
文
字
が「
家
」を「
爵家冢主
」と
作
り
、「
卒
」を「
崒菜
」と
作
る
の
と
同
様
の
例
で
あ
る
。『
説
文
解
字
』に「
勺
、
枓
也
、

所
以
挹
取
也
。」と
あ
る
。
あ
る
い
は「
勺
」の
音
は
禅
母
薬
部
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
で
は
精
母
薬
部
の「
爵
」（
酒
を
つ
ぐ
容
器
）で
あ
る
可
能

性
も
あ
る
。
西
周
晩
期
伯
公
父
勺（『
集
成
』九
九
三
五
―
九
九
三
六
）で
は「
爵
」字
を
仮
に「
勺
」と
し
て
い
る
。

（
34
） 

こ
の
箇
所
の
盤
・
鑑
は
み
な
水
器
で
あ
り
、『
左
伝
』荘
公
二
十
一
年
の「
鞶
鑑
」と
は
関
係
が
な
い
と
見
ら
れ
る
。
楊
伯
峻『
春
秋
左
伝
注
』（
中

華
書
局
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
八
頁
）参
照
。

（
35
） 『
説
文
解
字
』に
、「
鎣
、
器
也
。」と
あ
る
。
現
在
見
ら
れ
る
西
周
青
銅
器
の
中
で
自
ら「
鎣
」と
名
付
け
て
い
る
も
の
は
一
種
の
盉
で
あ
る
。
馬

承
源
主
編『
中
国
青
銅
器
』（
修
訂
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）二
四
四
頁
参
照
。

（
36
） 「
亞咒
」は
、『
説
文
解
字
』の「
錏亞咒
」字
に「
酒
器
也
。」と
あ
る
。

（
37
） 「
匚金
」は
、
匚
に
従
い
、『
説
文
解
字
』に「
受
物
之
器
、
讀
若
方
。」と
あ
る
。「
雕
匚
」と
は
細
か
い
模
様
が
彫
り
つ
け
て
あ
る
四
角
い
器
物
を
指

す
と
見
ら
れ
る
。

（
38
） 「
鍛釬釬邶刱
」が
従
う
と
こ
ろ
の「
干干丱丱
」は『
説
文
解
字
』の「
磺
」字
の
古
文
で
あ
り
、「
觥
」字
は『
説
文
解
字
』の
正
体
で
は「
觿横⻆
」に
作
り
、
す
べ
て
見
母

陽
部
の
字
で
あ
る
。

（
39
） 「
饀鋰揺
」は
、
声
に
従
い
、「
卣
」と
同
じ
喩
母
幽
部
に
属
す
。

（
40
） 「
客意
」は
、「
恪
」で
あ
り
、
お
そ
ら
く「
格
」と
読
み
、
器
物
を
置
く
棚
で
あ
る
た
め
に
諸
器
の
下
に
並
ん
で
い
る
。

（
41
） 「
戒
」は
、『
説
文
解
字
』に「
警
也
。」と
あ
る
。
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（
42
） 『
尚
書
』高
宗
肜
日
に「
民
有
不
若
德
」（
民
に
は
徳
に
従
わ
な
い
も
の
が
い
る
）と
あ
り
、
屈
万
里『
尚
書
集
解
』で
は「
若
、
順
也
。
若
德
、
謂

順
從
美
德
行
事
。」（
一
〇
〇
頁
）と
言
う
。『
左
伝
』昭
公
二
十
六
年
の「
王
昏
不
若
」と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

（
43
） 「
囗迊
」は
、
字
の
中
は「
帀
」に
従
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
す
な
わ
ち「
師
」で
あ
り
、
心
母
脂
部
の
字
で
あ
り
、
お
そ
ら
く「
稚
」と
読
む
。「
稚
」

字
は
あ
る
い
は「
接枵属
」に
従
い
、
こ
れ
も
心
母
脂
部
に
あ
る
。「
稚
童
」は
謙
遜
の
語
で
あ
り
、『
尚
書
』顧
命
で
は
成
王
は
自
ら「
在
後
之
侗
」と

称
し
、
孔
伝
で
は「
侗
」を「
侗（
稚
）童
」と
し
て
い
る
。「
才
」は
、「
茲
」と
読
み
、「
茲
憂
」と
は「
憂
茲
」（
こ
れ
を
う
れ
う
）の
倒
文
で
あ
る
。

（
44
） 「
靡
」は
、『
爾
雅
』釈
詁
に「
無
也
。」と
あ
る
。「
非
常
」は
す
な
わ
ち『
尚
書
』呂
刑
の「
明
明
棐
常
」（
不
法
を
明
察
す
る
）の「
棐
常
」で
あ
り
、『
墨

子
』尚
賢
中
は「
棐
」を
引
い
て「
不
」に
作
り
、
孔
伝
な
ど
が「
棐
」を
釈
し
て「
輔
」と
読
ん
で
い
る
の
と
は
異
な
る
。
孫
詒
譲『
墨
子
間
詁
』で

は
す
で
に「
棐
」は
す
な
わ
ち「
非
」で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
簡
文
に
よ
る
と
そ
の
説
が
正
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
45
） 「
景亯

」は
、
三
体
石
経
の「
戚
」字
は
古
文
で
は「
避景亯
」に
作
り
、
こ
の
箇
所
で
は「
淑
」と
読
み
、『
爾
雅
』釈
詁
に「
善
也
。」と
あ
る
。「
章
」は
、
明

ら
か
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
今
は「
彰
」に
作
る
。「
避遽榺
」が
従
う
と
こ
ろ
の「
虐擽
」は
、『
古
璽
彙
編
』三
一
五
九
三
晋
璽
に
見
え
、
そ
の「
虐擽
丘
」

は「
閭
丘
」と
読
む
べ
き
で
あ
り
、
斉
陶
文
は「
闤虜轡鳧
丘
」に
作
る（
王
恩
田『
陶
文
字
典
』、
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
年
、
三
〇
五
頁
）。
ゆ
え
に

こ
の
箇
所
の「
虐擽
」は
ま
さ
に「
慮
」と
読
む
べ
き
で
あ
り
、『
説
文
解
字
』に「
謀
思
也
。」と
あ
る
。

（
46
） 

清
華
簡『
繋
年
』第
四
章
で
は
、
周
初
の
分
封
に
つ
い
て「
旁
設
出
宗
子
、
以
作
周
厚
屏
。」と
記
さ
れ
て
い
る
。「
厚
」は
障
壁（
お
お
い
守
る
）

と
い
う
意
味
も
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

（
47
） 「
勿
」字
の
下
の
一
字
は「
灋（
法
）」で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
右
側
は
当
時
の「
智智汚汚汚鼉（
智
）」字
の
写
法
の
影
響
を
受
け
て
誤
写
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
箇
所
で
は「
廢
」と
読
む
。「
勿
廢
朕
命
」の
句
は
、
大
盂
鼎
に
見
え
る
。

（
48
） 「
經
」は
、『
爾
雅
』釈
詁
に「
繼
也
。」と
あ
る
。『
尚
書
』康
誥
の
最
後
に「
乃
以
殷
民
世
享
」（
殷
の
民
と
と
も
に
世
々
そ
の
国
を
受
け
る
だ
ろ
う
）

と
言
う
。
屈
万
里『
尚
書
集
解
』に「
世
享
、
世
世
祭
享
、
意
謂
永
保
其
國
也
。」（
一
五
九
頁
）と
あ
る
。

（
49
） 「
贈
」に
つ
い
て
、
整
理
者
は「
指
送
行
的
禮
贈
」と
言
う
。
高
佑
仁
氏
は
、
青
銅
器
の
銘
文
に「
贈
」字
を
使
う
用
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
複

数「
賜
」字
を
書
く
の
を
避
け
る
た
め
に
、
後
人
が「
贈
」に
改
め
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る（
高
佑
仁『
清
華
伍
書
類
文
献
研
究
』、
四
五

一
頁
、
七
三
八
頁
）。
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清
華
伍
書
類
文
献
研
究
』、
万
巻
楼
図
書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
一
八
年
四
月
。

・
李
松
儒「
清
華
簡
残
泐
字
辨
析
三
則
」、『
古
文
字
研
究
』第
三
一
輯
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
。

・
張
富
海「
清
華
簡
字
詞
補
釈
三
則
」、『
古
文
字
研
究
』第
三
一
輯
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
。

▼
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心（http://w

w
w.ctw

x.tsinghua.edu.cn/

）

・
清
華
大
学
出
土
文
献
読
書
会「
清
華
簡
第
五
冊
整
理
報
告
補
正
」（
二
〇
一
五
年
四
月
八
日
）

・
鵬
宇「《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡（
伍
）》零
識
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
〇
日
）

・
子
居「
清
華
簡《
封
許
之
命
》解
析
」（
二
〇
一
五
年
七
月
一
六
日
）

▼
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心「
簡
帛
網
」（http://w

w
w.bsm

.org.cn/

）

・
程
燕「
清
華
五
剳
記
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
〇
日
）

・
石
小
力「
清
華
簡（
伍
）《
封
許
之
命
》所
載「
朱
旃
」考
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
二
日
）、「
清
華
簡（
伍
）《
封
許
之
命
》「
鉤
・
膺
」補
説
」（
二
〇
一
五

年
四
月
一
二
日
）

・
何
有
祖「
読《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡（
五
）》札
記
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
二
日
）

・
華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室「
読《
清
華
大
学
蔵
戦
国
簡（
伍
）》書
後（
一
）」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
二
日
）

・
付
強「《
封
許
之
命
》推
測
両
則
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
二
日
）、「《
封
許
之
命
》与
史
牆
盤
的「
允
尹
」」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
四
日
）、「《
封
許
之

命
》与
青
銅
監
的
自
名
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
四
日
） 

、「
読
清
華
簡（
五
）剳
記
一
則
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
七
日
）、「
由
清
華
簡《
封
許
之
命
》

看
周
初
分
器
的
標
準
」（
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
六
日
）

・
呉
雪
飛「
清
華
簡（
五
）《
封
許
之
命
》「
戚
章
爾
慮
」句
詁
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
七
日
）

・
王
挺
斌「
利
用
清
華
簡
来
解
釈《
詩
経
・
魯
頌
・
閟
宮
》「
三
寿
作
朋
」」（
二
〇
一
五
年
四
月
二
三
日
）

・
王
寧「
再
説《
封
許
之
命
》的「
呂
丁
」与《
世
俘
》的「
呂
他
」」（
二
〇
一
五
年
五
月
二
一
日
）

▼
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心（http://w

w
w.gw

z.fudan.edu.cn/

）
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・
陳
剣「《
清
華
簡（
伍
）》与
旧
説
互
証
両
則
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
四
日
）

・
蘇
建
洲「《
封
許
之
命
》研
読
札
記（
一
）」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
八
日
）

・
孟
蓬
生「
釋
清
華
簡《
封
許
之
命
》的「「
豙菉
」字
―
―
兼
論「
豙菉
」字
的
古
韻
帰
部
」（
二
〇
一
五
年
四
月
二
一
日
）

・
王
寧「
讀《
封
許
之
命
》散
札
」（
二
〇
一
五
年
四
月
二
八
日
）

・
侯
建
科「
清
華
簡
五《
封
許
之
命
》篇
集
釈
」（
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
）

・
金
宇
祥「《
清
華
五
・
封
許
之
命
》「
鬯
」字
芻
議
」（
二
〇
一
五
年
八
月
五
日
）

﹇
附
記
﹈

本
研
究
はJSPS

科
研
費 16K

16701

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
文
学
研
究
科
助
教
）
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摘要

清华简《封许之命》初探

草野 友子

清华简第五册《封许之命》是周初封建许国的相关文献。本稿提出本

篇的释读并且分析其思想内涵。

简文记受封者吕丁，辅佐文王、武王，襄助成王，因功受赏等事。篇

中详细写明封赏的车马等器物，多可以和典籍、青铜器铭文对读。简文大致

和西周金文册命铭文形式相同。册命本来是写在简册上的，只是西周、春秋

时代的简册迄今尚无实物发现，本篇简文显得尤为珍贵。




